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上川遺跡出土繩文土器(繩父｣11.MI)

上川遺跡出土繩文土器(縄文前期）
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千福細野沢遺跡出土縄文土器(縄文前期）

上川遺跡出土縄文土器(縄文中期初頭）

茶畑道場山遺跡出土縄文土器(縄文中期）
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桃園尾畑遺跡出土顔面把手付土器(縄文中期）
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尾畑遺跡出土ひすい大珠

茶畑天神山・屯屋敷遺跡出土縄文土器(縄文中期後半）



大畑熊野神社奉納土偶

富沢原適跡出土弥生土器
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大畑遺跡上屋敷地区掘立柱建物跡
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大畑遺跡上屋敷地区出土中国産合子
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発刊のことば

や
、
同
時
代
頃
祈
願
・
祈
祷
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
鉄
人
形
等
『
重
要
か
つ
貴
重
な
遺
物
や
遺
跡
が
発
見
調
査
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
市
民
の
方
で
興
味
を
持
っ
て
独
自
に
研
究
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
貴
重
な
遺
物
等
、
時
代
別
に
旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生
・
古

墳
等
に
分
け
、
専
門
的
な
用
語
な
ど
は
解
説
を
付
す
な
ど
資
料
編
と
し
て
は
親
し
み
や
す
く
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
す
べ
て
の
市
民
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
変
わ
ら
ず
ふ
る
さ
と
の
発
展
を
願
っ
て
お
り
、
今
日
の
裾
野
市
の
姿
は
、
先
人
達
の
こ
う
し
た
思
い

と
知
恵
と
努
力
に
よ
り
、
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
の
足
跡
を
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
今
一
度
知
っ
て
い
た
だ
き
、
見
っ

め
直
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

発
刊
の
こ
と
ば

←

津

裾
野
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
こ
れ
に
携
わ
る
関
係
者
の
方
々
の
熱
意
と
創
意
工
夫
努
力
に
よ
っ

て
、
そ
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
、
事
業
開
始
年
度
か
ら
『
市
史
』
へ
の
導
入
書
と
し
て
の
、
各
種
の

研
究
・
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
事
業
の
進
捗
も
軌
道
に
乗
り
、
昨
春
は
待
ち

望
ん
だ
裾
野
市
史
第
一
冊
目
で
あ
る
「
資
料
編
深
良
用
水
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
好
評
で
そ
の
反
響
の
大
き
さ
に
改
め
て
驚
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
↓
）
に
二
冊
目
と
し

て
「
資
料
編
考
古
」
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
当
市
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
頃
か
ら
本

格
的
な
発
掘
が
開
始
さ
れ
、
大
畑
遺
跡
で
は
鎌
倉
時
代
の
初
め
の
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
合
子

裾
野
市
長

市

川

武

］



刊
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
資
料
所
蔵
者
・
資
料
提
些

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

資
料
所
蔵
者
・
資
料
提
供

平
成
四
年
三
月

者
を
は
じ
め
市
史
編
さ
ん
関
係
者
各
位
に
ご
協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
２



編集にあたって

地
中
に
埋
れ
て
い
た
考
古
資
料
は
、
市
民
の
龍

様
の
座
右
の
害
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

市
民
の
皆

遺
跡
の
発
掘
報
告
書
は
「
と
か
く
一
般
的
で
な
い
た
め
、
本
信

内
の
遺
跡
・
遺
物
に
関
す
る
考
古
文
献
資
料
を
載
せ
ま
し
た
。

裾
野
市
史
編
蟇
の
事
業
は
、
昭
和
六
三
年
度
（
元
久
）
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
年
度
（
一
発
ｅ
に
は
資
料
編
「
深
良
用
水
」
が
刊
行
さ
れ
、

つ
い
で
平
成
三
年
度
（
｜
究
一
）
、
第
二
冊
目
と
し
て
原
始
・
古
代
・
中
世
ま
で
の
「
考
古
資
料
」
編
を
発
刊
す
る
ゞ
）
と
に
な
り
ま
し
た
。

裾
野
市
は
東
に
箱
根
外
輪
山
の
山
な
み
が
あ
り
、
西
に
は
愛
麿
山
が
そ
び
え
て
、
と
も
に
森
林
地
域
を
形
成
し
、
北
は
富
士
山
麓
の
広
大
な
原
野
が

ひ
ら
け
、
南
は
駿
河
湾
に
向
っ
て
ゆ
る
や
か
な
平
坦
地
が
広
が
り
、
そ
こ
に
は
い
く
筋
か
の
河
川
が
流
れ
下
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
山
が
あ
り
森
が

あ
り
、
そ
し
て
川
が
あ
る
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
の
な
か
で
、
人
々
は
数
万
年
前
か
ら
生
活
を
営
ん
で
き
た
こ
と
は
、
市
内
に
あ
る
多
く
の
遺
跡
や
、

そ
こ
か
ら
出
土
し
た
い
ろ
い
ろ
な
遺
物
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
る
資
料
編
は
『
市
内
で
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
を
中
心
に
し
て
記
述
し
ま
し
た
が
、
ま
た
そ
れ
以
外
に
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
跡

や
遺
物
を
で
き
る
だ
け
多
く
収
録
し
、
幅
広
い
視
野
に
立
っ
て
解
説
を
加
え
、
各
時
代
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

遺
跡
の
発
掘
報
告
書
は
「
と
か
く
一
般
的
で
な
い
た
め
、
本
編
で
は
専
門
的
な
用
語
は
で
き
る
だ
け
平
易
に
し
、
ま
た
末
尾
に
は
用
語
の
解
説
と
、
市

ま
す
。 末

筆
な
が
ら
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
提
供
さ
れ
た
方
々
や
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

平
成
四
年
三
月

編
集
に
あ
た
っ
て

様
に
多
く
の
興
味
と
無
限
の
夢
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
本
書
は
そ
う
し
た
意
味
で
市
民
の
皆

裾
野
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
中
野
國
雄

３



凡 例

一
本
編
は
、
裾
野
市
史
資
料
編
の
う
ち
、
考
古
資
料
編
で
あ
る
。

一
本
編
は
、
裾
野
市
内
に
あ
る
各
遺
跡
を
時
代
別
（
旧
石
器
為

（
旧
石
器
・
縄

裾
野
市
発
行
の
二
万
五
千
分
の
一
の
地
図
を
使
用
し
た
。

各
遺
跡
の
解
説
は
、
発
掘
調
査
報
告
書
（
概
報
を
含
む
）
の
刊
行
さ
れ
た
遺
跡
を
主
体
と
し
、
そ
れ
以
外
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
概
要
を
記
載
し
た
。

中
世
城
館
跡
に
つ
い
て
は
、
現
在
遺
構
の
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
を
主
体
と
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
概
要
を
記
載
し
た
。

各
遺
跡
ご
と
の
解
説
は
、
遺
跡
名
、
所
在
地
、
位
置
図
、
遺
跡
範
囲
図
（
立
地
図
）
、
現
状
写
真
、
本
文
の
順
序
に
掲
載
し
、
本
文
は
位
置
と
立
地
、
発
見
と
調

査
、
居
序
と
遺
構
、
遺
物
、
遺
跡
の
特
徴
、
現
状
、
資
料
の
所
在
、
文
献
の
順
に
記
述
し
た
。

遺
構
・
遺
物
等
の
図
版
・
写
真
は
、
本
文
中
に
記
述
の
必
要
に
応
じ
て
挿
入
し
た
。

本
文
は
、
各
発
掘
調
査
報
告
書
の
記
述
に
従
っ
た
が
、
文
体
を
容
易
に
す
る
た
め
、
加
筆
・
訂
正
し
、
不
必
要
な
箇
所
は
削
除
し
た
。

各
遺
跡
の
位
置
図
・
遺
跡
範
囲
図
（
立
地
図
）
は
、
裾
野
市
発
行
の
一
万
分
の
一
、
二
千
五
百
分
の
一
の
地
図
を
使
用
し
、
付
録
の
裾
野
市
遺
跡
分
布
図
に
は
、

で
と
し
た
。

各
遺
跡
番
号
は
通
し
番
号
と
し
、
裾
野
市
遺
跡
分
布
図
の
使
用
番
号
と
し
た
。

文
献
は
、
各
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
（
概
報
）
を
主
と
し
、
本
文
中
に
引
用
し
た
文
献
は
記
載
し
な
か
っ
た
。

発
掘
調
査
報
告
書
の
発
行
さ
れ
て
い
な
い
遺
跡
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
そ
の
遺
跡
名
を
記
録
し
た
文
献
だ
け
に
限
定
し
た
。

本
文
中
に
お
け
る
人
名
は
、
敬
称
を
省
略
し
た
。

本
文
中
に
使
用
し
た
考
古
学
用
語
の
う
ち
、
難
編難
解

凡

例

な
用
語
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
解
説
を
つ
け
た
。

文
・
弥
生
・
古
墳
・
歴
史
・
石
造
物
）
に
区
分
し
て
解
説
し
た
。
但
し
歴
史
時
代
は
、
中
世
ま

5
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第
一

一

章皿
相
生
原
遺
跡

20 19 肥
細
野
沢
遺
跡

17 16 15 14 蝿
中
畑
遺
跡

哩
桃
園
入
ノ
洞
遺
跡

11 10 ９
丸
山
Ⅱ
遺
跡

８
日
向
遺
跡

６
道
場
山
遺
跡

７
天
神
山
・
屯
屋
敷
遺
跡

４
尾
畑
遺
跡

５
上
川
遺
跡

３
富
沢
平
林
遺
跡

上
川
遺
跡

峰
下
遺
跡

千
福
市
場
平
第
一
遺
跡

千
福
市
場
平
第
二
遺
跡

千
福
小
杉
平
第
一
遺
跡

千
福
小
杉
平
第
二
遺
跡

城
ヶ
尾
遺
跡
…
…

富
沢
内
野
山
Ｉ
遺
跡

縄
文
時
代

●

■
●

。
：
三
一
五

八
一
〈

九
七

一
つ
一
〈

一
二
五

一
三
八

一
四
九

一
一
〈
一
一

一
七
七

一
八
一

一
八
一
〈

一
九
五

二
五
一

四
九

七
一 三三三
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次
■
■
里

30 29 dフワ
ムイ 妬

坂
下
遺
跡

あ
御
宿
新
田
遺
跡

型
六
反
田
遺
跡

羽
東
江
ノ
浦
山
遺
跡

〃
茶
畑
大
入
遺
跡

富
沢
内
野
山
Ⅱ
遺
跡

４３ 33 32 皿
富
沢
塚
松
Ｂ
遺
跡

28仙
田
場
沢
裏
山
遺
跡

鋤
一
色
原
遺
跡

詔
下
条
遺
跡

37 36 35哩
上
城
山
居
遺
跡

虹
藤
畑
遺
跡

富
沢
八
反
田
・
増
方
遺
跡

富
沢
中
林
・
塚
松
Ａ
遺
跡

富
沢
内
野
山
Ⅲ

大
畑
熊
野
神
社

景
ヶ
島
東
遺
跡

尾
畑
遺
跡

細
山
遺
跡

平
林
Ｉ
遺
跡

平
林
Ⅱ
遺
跡

Ⅳ
遺
跡■

●
■
■
■
■

■
■
■
甲
■
■

■
ｂ
■

一
己
八

一
二
一
九

一
三
九

三
三
七

一
二
一
九

三
四
つ

一
二
四
一

一
二
四
二

一
一
三
つ

三
五
五

一
一
一
五
一
〈

三
五
七

一
一
三
九

一
二
〈
つ

一
二
〈
五

一
二
〈
九

一
一
一
九
一

三
空
一

9



第
四
章
古
墳
時
代

第
三
章
弥
生
時

記
天
神
山
・
屯
屋
敷
遺
跡

弱
公
文
名
田
向
遺
跡

57 56 弱
水
窪
高
田
遺
跡

弘
滝
ノ
沢
遺
跡

53 52 副
平
林
・
細
山
遺
跡

別
宮
原
遺
跡

蛸
二
本
松
下
遺
跡

“
丸
山
Ｉ
遺
跡

蛆
富
沢
原
遺
跡

46 45 44 43

道
場
山
遺
跡

上
丹
古
墳

中
丸
・
三

柳
畑
遺
跡

一
本
杉
下
遺
跡

須
山
大
坂
遺
跡

柳
島
遺
跡

中
里
遺
跡

シ
石
古
墳

代

。
■
●

■
■
■
ｑ
■
■

■
●
●

三
一
九

四
三
五

四
三
七

三
一
元

四
四
一

四
四
四

四
四
五

四
四
七

三
九
四

一
一
九
九

四
つ
二

四
つ
一
〈

四
一
一

匹
一
七

四
二
一

四
二
四

空
一
五
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次目

第
五
章
歴
史
時

帥
城
ヶ
尾
遺
跡

62 6165 64 侭
西
原
台
遺
跡

髄
五
竜
の
滝
上
遺
跡

船
下
条
遺
跡

師
細
山
下
遺
跡

70 6972 71布
深
良
陣
山
・
堀
ノ
内

74 ワO
イJ稲

城
ヶ
尾
遺
跡

沼
富
沢
牧
橋
尾
遺
跡

刀
深
良
上
丹
屋
敷

カ
ラ
ウ
ト
遺
跡

中
島
遺
跡
：

松
葉
遺
跡

町
田
遺
跡

勝
俣
屋
敷

柏
木
屋
敷

茶
畑
城
山

上
原
遺
跡

一
色
原
遺
跡

大
野
原
遺
跡

代
申
①

■
■
叩

■
ｂ
■

■
Ｂ
■

■
甲
■

■
ｂ
■

■
凸
●
。
■
●
●

■
■
① 。

：
・
・
・
：
。
：
”
・
”
：
。
。
四
五
七

：
。
。
：
：
：
四
四
九

四
五
二

四
五
三

四
五
八

四
五
九

四
〈
Ｃ

四
一
〈
一

四
一
〈
四

四
七
つ

四
七
五

四
七
九

四
八
一
一

四
八
五

四
八
七

四
九
八

五
つ
三

五
つ
八

五
二

l1



第
六
章
石
造
物

95 94 兜
葛
山
仙
年
寺
宝
筐
印
塔
・
五
輪
塔

”
桃
園
定
輪
寺
石
塔

91（
参
考
石
造
物
）

90 89 88 87 86 85 別
葛
山
城
館
跡

83 82 81 80 門
大
畑
遺
跡
（
上
屋
敷
地
区
・
中
屋
敷
地
区
）

静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
中
士
狩
地
蔵
尊
石
像

深蔦
良山
向上
田城
上宝
宝筐
筐印
印塔
塔群

深
良
興
禅
寺
宝
筐
印
塔
・
五
輪

深
良
和
田
宝
筐
印
塔
・
五
輪
塔

佐
野
蓮
光
寺
宝
筐
印
塔
・
五
輪
五
輪

五
輪

公
文
名
石
塔

久
根
五
輪
塔

金
沢
手
城
山
跡

今
里
中
村
遺
跡

千
福
城
跡
・
…
：

千
福
馬
場
添
遣
跡

大
畑
経
塚

大
畑
城
跡

塔 塔

：
。
。
：
：
・
・
五
五
九

五
九
五

五
九
〈

一
く
つ
一

一
〈
Ｃ
四

五
つ
九

一
〈
一
四

一
〈
一
七

一
〈
二
七

室
一
九

五五五五五五
ノーL ／凡 一と －と フ旨 プ青
ノ､ フミ －上 二二 ナL』 一

五
一
三
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次
■
■
里

裾
野
市
関
係
考
古
文
献

裾
野
市
史
編
さ
ん
関
係
者

用
語
解
説

あ
と
が
き

一
裾
野
市
遺
跡
分
布
図

二
裾
野
市
大
畑
遺
跡
上
屋
敷
地
区
遺
構
全
体
図

付
図 静

岡
県
駿
東
部
長
泉
町
納
米
里
五
輪
供
養
塔

口
絵
写
真
堤
勝
雄 〈

一

一

一

一

二

〈
三
九

〈
四
三

〈
四
七

1q
人』




